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第 1 章 計画について 

1.1 趣旨 

 市では 2001 年 4月に施行した「高槻市環境基本条例」に基づき、2002 年 3 月に「高槻市環境基

本計画」を策定しました。その後、2012 年 3月に「第 2次高槻市環境基本計画」を策定し、さら

に 2017 年 3 月には社会情勢等の変化を踏まえて見直した「第 2次高槻市環境基本計画〔改訂版〕」

を策定しました。 

 この間、市民・事業者・市が協働して環境の保全と創造に関する様々な取組を進めてきました。

このような中、近年では市域において新名神高速道路の高槻ジャンクション・インターチェンジ

の供用開始、エネルギーセンター第 3 工場の稼働、安満遺跡公園の全面開園などの基盤整備が進

展しています。一方、2018 年には台風第 21号により北部森林に甚大な被害が生じたほか、特定外

来生物の増加などの自然環境への影響が見られます。さらには地球温暖化への関心の高まりや新

型コロナウイルスに伴う行動様式の変容は、市民が自然環境や地球環境に改めて着目し、環境行

動を促す契機ともなっていると考えられます。 

 

 また、世界的な動向としては、地球温暖化の影響も受けた集中豪雨などの自然災害の頻発、生

物多様性の損失、プラスチックによる海洋汚染など、地球規模での環境問題がますます深刻化し

ています。そのようなことから、2015 年の国際サミットでは、持続可能で多様性と包摂性のある

社会の実現をめざした「持続可能な開発目標（SDGs）」が採択されました。また同年の第 21 回国

連気候変動枠組条約締約国会議（COP21）では、平均気温の上昇と 1.5℃以内に抑えることを目標

とした「パリ協定」が採択されるなど、国際社会全体が協力して、持続可能な発展のために取り

組むための枠組みの整備が進んでいます。 

 国内では、2018 年 4月に「第 5次環境基本計画」が閣議決定され、気候変動対策や循環型社会

の形成などを着実に推進することが示されました。また、2021 年 5 月には「地球温暖化対策推進

法」が改正され、2050 年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにするカーボンニュートラ

ルが基本理念として位置づけられました。さらに、同年 6月には「プラスチック資源循環促進法」

が成立し、多様な物品に使用されているプラスチックについて包括的な資源循環推進体制の強化

が示されるなど、環境に係る法令の制定が進んでおり、今後はこれらの法令に基づく取り組みが

急速に進展していくと予想されます。 

 

 このような中、市では 2021 年 3 月に「第 6次高槻市総合計画」を定め、将来都市像の一つとし

て「良好な環境が形成されるまち」を改めて位置づけ、引き続き総合的かつ計画的に環境施策を

推進していくこととしました。また同時期に、「第 2期たかつき地球温暖化対策アクションプラン」

を新たに策定し、市域全体における温室効果ガスの排出量削減に向けた取組の一層の促進を図っ

ているところです。 

 以上の背景を踏まえ、これらの取り巻く社会情勢・本市の状況・市民意識の変化などを踏まえ、

このたび、市の環境施策の基本理念となる環境基本計画の時点修正をおこない、「第 2次高槻市環

境基本計画〔令和 4年 3月改訂版〕」（以下、「本計画」という。）として策定するものです。 
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1.2 計画の位置づけ 

 本計画は、「高槻市環境基本条例」第 9条に基づき、環境の保全及び創造に関する施策を総合的

かつ計画的に推進するために策定するものです。また、まちづくりの中長期的な方向性を示し総

合的かつ計画的な行政運営を行うためのビジョンである「第 6 次高槻市総合計画」を上位計画と

し、関連する各種の行政計画と整合を図ります。 

 さらに、本計画を踏まえた具体的な取組については、環境関連分野の個別計画と合わせて、市

民・事業者・行政のそれぞれの立場での具体的な取組を示す「たかつき環境行動計画」として定

めることとします。 

 

 

図 計画の位置づけ 
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1.3 計画の対象範囲 

 本計画の対象とする環境分野は、環境行動・生活環境・自然環境・都市環境・循環型社会・地球

環境の 6 分野とし、具体には下表に示す通りとします。また、計画の対象地域は、高槻市の行政

区域全域とします。 

 なお、国・大阪府・近隣市町など関係機関と協力する必要がある事項については、連携・協調

します。 

表 本計画の対象とする環境分野 

環境行動 環境に対する市民・事業者・行政の具体的な行動 

生活環境 大気、水質、土壌、騒音、振動、悪臭など健康な市民生活に関わる環境 

自然環境 生物多様性、森林、水辺、農地などの自然環境 

都市環境 市民が住まい・くらし・働く空間の環境 

循環型社会 廃棄物の発生抑制や再利用などの資源循環 

地球環境 地球温暖化など地球規模の環境 

 

 

1.4 計画期間 

本計画は、地球温暖化をはじめとした取り巻く環境の急激な変化へ柔軟に対応していくため、

計画期間を定めず、社会情勢の大きな変化や諸制度の重大な変更が生じた時など、必要な時期に

見直しを行います。 

 

 

  

2015 年の国連総会において、持続可

能な開発目標 SDGs が採択され、「誰ひ

とり取り残さない」社会の実現を目指

すため、2030 年までに国際社会がめざ

すべき 17の目標（Goals）が設定され

ています。 

本市においても SDGs の目標を踏ま

えて施策を推進していくことが求め

られていることから、本計画では基本 

方針がどの目標に寄与するかを、第 4 章で「SDGs への貢献」として示しています。 

SDGs（Sustainable Development Goals）とは 
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第 2 章 高槻市の環境の現状と課題 

2.1 高槻市の特性 

(1) 地勢 

 本市は大阪府の北東にあって、大阪と京都

のほぼ中間に位置し、双方から約 20キロメー

トルの距離があります。 

 面積約 105km2の市域は東西約 10km、南北約

23km と南北に長く、標高は淀川河川敷の約

3m から最高地はポンポン山の約 679m となっ

ています。また、北部には北摂山系の山並み

が連なり、南部には淀川が形成した平地が広

がっているなど、多様な地形を有しています。 

 

(2) 土地利用 

市域の土地利用は、山林が 47.6%と最も多

く、農地の 8.3%、公園などの普通緑地の 5.3%

と合わせて 60%超が緑に関係した土地利用と

なっていることが本市の一つの特徴です。 

また、市街地のうち、工場等は幹線道路沿

道に立地されているほか、当初は郊外に立地

していたものの、人口急増期の宅地開発によ

り住工混在となったものも見られます。 

 

（出典：第 6 次高槻市総合計画） 

図 土地利用の状況 

(3) 人口 

 大阪、京都への利便性の高さから、高度経

済成長期の住宅開発に伴い急激に人口が増加

しましたが、1975 年以降は落ち着き、近年は

約 35万人程度で推移しています。一方で、65

歳以上の高齢者の割合は、近年は急速に高ま

っています。 

 将来人口推計では、総人口は徐々に減少す

ると予測されており、概ね 20年後の 2040 年

には約 30万人と見込まれます。また、高齢者

の割合は同年には約 37％に達すると見込ま

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：第 6 次高槻市総合計画） 

図 人口推移・将来人口推計 
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2.2 環境行動の現状と課題 

(1) 環境情報 

 現状  

 環境基本計画の目標を達成するためには、

あらゆる市民・事業者が環境について知り・

理解し・考えることが、その第一歩となりま

す。そのため、様々な環境団体や環境意識の

高い市民・事業者が積極的な情報発信に取り

組んでいます。また、市においても、様々な

方法で環境情報の発信に努めており、広報誌、

ホームページ、「エコ＆クリーンフェスタ」

や「都市緑化フェア」などの環境イベント、

けやきの森市民大学における環境講座や、地

域の公民館での環境関係の講座の開催などに

取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 エコ＆クリーンフェスタの開催状況 

 

 一方、市民意識調査では、環境活動に関す

る情報や呼びかけが十分にあると思う市民の

割合は、2020 年で約 44％となっており、一定

のレベルには達しているものの、さらなる充

実の余地があるものと考えられます。 

 なお、2020 年の割合が高くなっているのは、

世界的な環境課題である地球温暖化問題を契

機としたさまざまな媒体での環境情報の充実、

新型コロナウイルス感染症を契機とした身近

な自然や緑への回帰、これまでの様々な環境

施策などにより、市民の環境情報に対する受

信力が向上したことや、環境意識の目覚めに

つながったことが一つの要因とも考えられま

す。 

 
（出典：高槻市市民意識調査（各年度版）） 

図 環境活動に関する情報や呼びかけが十分にある

と思う市民の割合の推移 

 

 今後の課題  

 多様な情報が世の中にあふれる中で、環境

情報に着目し、それが環境活動につながるこ

とが必要です。そのため、新型コロナウイル

ス感染症による意識変化や今日的なライフス

タイルの変化を踏まえながら、多様な主体に

より様々な環境情報が受け手の状況に応じた

形で提供されること、また、市民・事業者が

これを感度高く受信し、環境意識を高めてい

くための機運の醸成が課題です。 

 

 

(2) 環境活動 

 現状  

 私たちの生命を育んでいる健全で恵み豊か

な環境を保全しながら将来に引き継ぐために

は、市民・事業者・行政がそれぞれの立場で

環境活動を実践することが必要です。 

 このような中、本市には環境活動に市民・

事業者が主体的に参加できる様々な機会があ

り、身近な清掃活動、森林や緑・公園の維持

管理において市民・市民団体・事業者が活躍
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しています。 

 また、市では「たかつき市民環境大学」や

「市民林業士養成講座」を開催し、環境活動

や環境教育を担う人材を育成しています。ま

た、行政と協働して環境活動に取り組む「た

かつき環境行動ネットワーク」に参画する環

境保全活動団体の会員数は、2012 年の約 800

人から 2020 年の約 1,050 人へと増加してお

り、市内における環境活動の推進の一助とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 たかつき市民環境大学の開催状況 

 

 一方、市民意識調査では、良好な環境づく

りを目指した活動が豊富にあると思う市民の

割合は、2020 年度は 57.4％となっており、概

ね市民の半数は環境活動が充実していると評

価しています。 

 
（出典：高槻市市民意識調査（各年度版）） 

図 良好な環境づくりを目指した活動が豊富にある

と思う市民の割合の推移 

 

 今後の課題  

 市民・事業者が環境活動の第一歩を踏み出

すことができるよう、すでに実践している関

係者がきっかけづくりに取り組むことが必要

です。また、環境活動を持続し幅を広げてい

くとともに、「第５次環境基本計画」の地域循

環共生圏に示されるように地域特性に応じて

補完し支えあうこと、そして新しい取組にチ

ャレンジしようとする機運の醸成が、今後の

課題です。 
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2.3 生活環境の現状と課題 

(1）大気環境 

 現状  

 大気汚染とは、工場や自動車からの排出ガ

スなど、種々の人間活動に伴い排出される有

害な物質の大気中濃度が高くなり、人の健康

や生活環境に影響を及ぼす状態をいいます。 

 このような大気汚染を未然防止するために、

大気汚染防止法などに基づき、事業者等は環

境負荷の低い機器の導入・運用に取り組んで

います。また、市は大気汚染の状況を把握す

るため、大気常時監視局を設置し、24時間測

定を行っています。 

 その結果からは、環境基準が定められた大

気汚染物質のうち二酸化硫黄（SO2）、一酸化

炭素（CO）、浮遊粒子状物質（SPM）、二酸化窒

素（NO2）、微小粒子状物質（PM2.5）は環境基

準を達成しており、さらに長期的に大気中の

濃度（年平均値ベース）も減少傾向にありま

す。 

 
（出典：たかつきの環境（各年度版）） 

図 大気中の二酸化窒素（年平均値）の推移 

 

 今後の課題  

 事業所に設置されるボイラーなどの固定発

生源や自動車などの移動発生源に対しては、

既に一定の規制がなされ個々で対策がとられ

ていることから、その効果が引き続き発揮さ

れた状況を維持できるよう、市民・事業者・

行政が取り組むことが課題です。 

 

 

(2) 化学物質等 

 現状  

 大気や水中などには、ダイオキシン類等さ

まざまな化学物質が存在しており、人体へ影

響を及ぼすものもあることから、環境測定や

PRTR 制度（特定化学物質の環境への排出量の

把握等及び管理の改善の促進に関する法律）

に基づく排出量等の把握が行われています。 

 このうちダイオキシン類については、ダイ

オキシン類対策特別措置法に基づき様々な規

制や措置が定められており、各事業者が対策

に取り組んでいます。その結果、大気中の濃

度は減少傾向にあるとともに、環境基準を下

回って推移しています。 

 
（出典：たかつきの環境（各年度版）） 

図 大気中のダイオキシン類濃度の推移 

 

 また、市内の主な事業者による PRTR 制度の

対象となる指定化学物質の大気・公共用水域

への排出量及び廃棄や下水への移動量は、減

少傾向にあります。 
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（出典：たかつきの環境（各年度版）） 

図 化学物質の排出量・移動量の推移 

 

 農薬等については、食品中の残留農薬の基

準が定められているほか、国等で安全性に関

する議論が適宜行われています。また、市域

では適正使用に向けた啓発や利用管理に向け

た取組などが行われています。 

 

 今後の課題  

 環境中のダイオキシン類濃度については、

引き続き、法令に基づく施設の操業管理等が

徹底され、環境基準が達成された状況を維持

できるよう、事業者が中心となって取り組む

ことが必要です。 

 また、化学物質については、環境意識の高

まりを踏まえた使用量削減や代替物質への切

り替え等を、事業者が積極的に進めることが

課題です。 

 

 

(3) 騒音・振動・悪臭 

 現状  

 市内には、高速道路や国道などの重要な幹

線道路、新幹線などの複数の鉄道が整備され

ており、これらによる騒音や振動が市民生活

に影響を及ぼしているケースが見られます。 

 そのため市では定期的に測定しており、道

路騒音については一部で環境基準が達成され

ておらず、また、新幹線騒音についても環境

基準が達成されていない地点があります。 

 
（出典：たかつきの環境（各年度版）） 

図 自動車騒音（昼間）の推移 

 

 そのほか、工場・事業場や建設現場と住宅

とが近接している地域では、操業にともなう

騒音・振動・悪臭の苦情が散発的に発生して

います。 

 このため、工場・事業場では適宜、設備導

入等の対策に取り組んでおり、市としても「企

業定着促進補助金」により支援することで、

操業環境と周辺住環境の両立に努めています。 

 

 今後の課題  

 道路に関しては、車両の電動化により騒音

が低下する一方、物流量の増加に伴い貨物車

両が増大することによる振動の深刻化が想定

されます。また、鉄道騒音・振動については、

事業者による自主的な対策の充実を通じた軽

減が課題です。 

 工場・事業場からの騒音等については、事

業場等の近接地での新たな住宅開発や住民の

環境意識の高まりによる苦情の増加も懸念さ

れることから、相互に理解し、地域で共存す

ることが課題です。 

 

 

(4) 公共用水域 

 現状  

 市内には芥川や檜尾川をはじめとする河川

や水路といった公共用水域が数多く存在し、

親水や農業用水等、市民に広く利用されてい
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ます。市ではこれらの公共用水域の汚濁状況

を把握するため、定期的に水質を測定してい

ます。 

 この結果のうち、河川の汚れを示す代表的

な指標である BOD 濃度は、芥川・檜尾川とも

に 1970 年代と比較すると大きく改善され、近

年は環境基準を達成するとともに、子どもが

親水空間で水遊びする姿も見かけるようにな

ってきました。この背景には、市域の下水道

普及率が 100%近くに達したことや、水質汚濁

防止法等による事業場への排水規制の遵守が

挙げられ、事業場排水・生活排水による恒常

的な水質汚染は見られません。 

 
（出典：たかつきの環境（各年度版）） 

図 河川水の BOD 濃度の推移（年平均値） 

 

また、農業用水路についても、用水期に水

質の測定を行っており、重金属等有害な物質

が含まれていないことを確認しています。 

 

 今後の課題  

 河川や水路等において、それぞれの利用目

的に応じた良好な水質が維持されるよう、事

業者を中心に基準を十分に満足して排水する

など、それぞれの役割を果たすことが課題で

す。 

 

 

 

 

(5) 土壌汚染・地下水汚染 

 現状  

土壌汚染やそれに伴う地下水汚染は、健康

に影響を及ぼす恐れがあることから、土壌汚

染対策法等において一定規模の工事の機会や

有害物質を使用する事業場の閉鎖等の契機を

とらえて土壌汚染の調査を義務付けています。

また、この調査において土壌汚染が確認され

た場合、汚染があるとして区域指定するとと

もに公表しています。 

市域における法令に基づく調査契機の件数

および区域指定の件数は、近年は横ばいで推

移しています。なお、区域指定された区画に

おいては、土地所有者は状況に応じて汚染土

壌の撤去や隔離等を行い、健康リスクの低下

を図ることとなっています。 

 

（出典：たかつきの環境（各年度版）） 

図 調査契機件数と区域指定件数 

 

また、1980 年代に市域において高濃度の地

下水汚染が確認されたことから、市では市内

各所で地下水の水質測定を行い、継続的に実

態を把握しています。 

近年の状況をみると、トリクロロエチレン

などについては、高濃度エリアにおける浄化

の取組や微生物による分解などにより、低下

傾向にあります。 
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（出典：たかつきの環境（各年度版）） 

図 桃園町における地下水汚染状況の推移 

 

 今後の課題  

 新たな土壌や地下水に関する汚染の未然防

止を図るとともに、過去の事業活動等に伴っ

て生じた土壌汚染が明らかになった場合は土

地所有者が法令等に従って適切に対応するこ

とが必要です。 

 

 

(6) 生活環境に係る苦情 

 現状  

 市域における生活環境に係る市民等からの

苦情は、工事に伴う騒音や粉じん、事業場か

らの臭気、水路の汚濁など多岐にわたってい

ます。市民などから苦情が行政に寄せられた

際には、現地調査による状況把握や原因究明

を行い、原因者による再発防止に取り組んで

います。 

 苦情の発生件数は、2006 年度以降、減少傾

向にあるものの、年間 80件程度発生していま

す。内訳としては、騒音（解体工事、カラオ

ケ等）、水質（油、塗料等の流出）に関するも

のが多くなっています。 

 
（出典：たかつきの環境（各年度版）） 

図 苦情発生件数の推移 

 

 

（出典：たかつきの環境（各年度版）） 

図 苦情の内訳（2016 年～2020 年） 

 

 今後の課題  

 苦情の原因の多くを占める騒音は解体工事

によるものが多くを占めますが、そのほかに

も住民の環境に対する意識の高まりや新たな

居住者等による既存事業場への苦情などがあ

り、法令遵守のみならず、双方のコミュニケ

ーションやお互いへの配慮意識の醸成が今後

の課題です。 

 水質に関する苦情については、事業場にお

ける事故によるもの以外にも、油や塗料の不

法投棄が原因と考えられるものも多く、事業

者を中心とした事故の未然防止やモラルの向

上が今後の課題です。 
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2.4 自然環境の現状と課題 

(1) 生態系 

 現状  

 市域には北部の森林と南部の平野、その間

を芥川や檜尾川が流れるなど、みどりと水に

恵まれた豊かな自然があり、多様な動植物が

生息しています。 

 特に芥川や檜尾川の上流部などには絶滅が

危惧される動物などが生息しており、市では

これらを「高槻市緑地環境の保全及び緑化の

推進に関する条例」で保護動物に指定してい

ます。このほか、国の特別天然記念物のオオ

サンショウウオが市域に生息しています。 

 

表 高槻市の保護動物 

両生類 ヒダサンショウウオ 
カスミサンショウウオ 
モリアオガエル 
カジカガエル 

昆虫類 ホタル科全種 
ムカシトンボ 

 

 また、淀川河川敷の鵜殿にはヨシ原が広が

っており、野鳥や動植物の貴重な生息地とな

っているほか、このヨシを用いて宮内庁で使

われている雅楽の篳篥（ひちりき）の蘆舌（ろ

ぜつ）が作られています。なお、この鵜殿を

通過する新名神高速道路の整備に関しては、

環境保全について検討し、これを踏まえた建

設とモニタリングが行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 鵜殿 

 さらに、これらの自然環境を保全していく

ため、市民団体等が生き物の生息・生育の場

を守り創出する活動を行っています。例えば、

津之江公園の自然再生エリアでは、市民団体

と市が協働で外来植物の駆除や在来種の保全

などに取り組んでいます。また、楊梅山など

の山林や竹林では、市民ボランティアが間伐

などの整備活動を行っています。 

一方で、在来種の生息に悪影響を与える特

定外来生物に対しては、国レベルでの水際対

策に加えて、市域でも防除に取り組んでいま

す。このうちアライグマについては市が簡易

捕獲器を貸し出しており、水ヒマワリなどの

繁殖力の強い特定外来植物等に対しては、地

元・市民団体が中心となって、定期的に駆除

を行っています。その他、イノシシやシカな

どにより農地・森林での食害による被害が発

生していることから、有害鳥獣対策に地元・

公益社団法人大阪府猟友会高槻支部・市が協

働で取り組んでいます。 

 

 今後の課題  

 貴重な動植物の保全や生物の多様性の確保

のためには、市域に生息する動植物の生息状

況を把握するとともに、自然環境の保全に配

慮した開発や、市民団体が主体となって貴重

な動植物の生息に適した環境の保全と創出に

取り組むことが必要です。 

 また、特定外来生物や有害鳥獣に対しては、

関係者が協働して継続的に防除・根絶に努め

ることが重要です。 

 

 

(2)森林の保全 

 現状  

 市域の北部には、北摂山系の一部をなす森

林が広がっており、府内で 3 番目の面積を有



第 2 章 高槻市の環境の現状と課題 

12 

 

しています。この一部が、近郊緑地保全区域、

保安林、地域森林計画対象民有林に指定され

ているほか、ポンポン山地区が大阪府立北摂

自然公園に、本山寺周辺が大阪府の自然環境

保全地域に、摂津峡周辺が風致地区に指定さ

れています。加えて生物多様性保全上重要な

里地里山に摂津峡・原城山、ポンポン山・本

山寺が選定されています。 

 都市部に近いこれらの森林は、動植物にと

って貴重な生息・生育空間であるとともに、

都市住民にとっての心身の癒し空間として、

また雨水を蓄え浄化する水源涵養機能などを

有しており、これらの森林の多面的な機能は

市にとって重要な役割を果たしています。 

 また、北部森林は、本山寺周辺で多く見ら

れるモミ・ツガ・カシなどの天然林や、各地

域で植林されたスギ・ヒノキなどの人工林で

成り立っています。 

 このうち人工林については、森林所有者か

らの信託を受けた大阪府森林組合が中心とな

って、長年にわたって間伐などの適正管理に

取り組んできたほか、森林ボランティアや企

業の地域貢献活動が行われており、きめ細か

い森林の保全や資源の有効利用に取り組んで

きましたが、間伐などの管理が充足していな

い箇所も残されています。このような中、2018

年には、台風第 21 号により 613ha の人工林

に甚大な被害が生じたことから、近年は森林

組合が中心となってこの復旧に注力するとと

もに、一部については今後の在り方について

関係者で検討が進められています。 

 

 

写真 樫田地区における台風被害の状況 

 

 さらに、森林は必ずしも十分な監視を行う

ことができないことから、不法投棄や不適正

な土砂埋め立てを行おうとするものがみられ

ます。そのため、地元が主体となって定期的

にパトロールしているほか、市では林道の適

正利用を目的とした「林道管理条例」や、災

害防止と環境保全を目的とした「土砂埋め立

て等の規制に関する条例」を制定・運用し、

山林の適正管理を支えています。 

 

 今後の課題  

 市域北部の森林は、里地里山として、地元

の方々による生活や農林業等での利用を通じ

て維持・形成されてきました。しかし、今日

的な社会情勢を鑑みると、森林の有する多面

的機能（物質生産、水源涵養、土砂災害防止、

生物多様性保全、地球環境保全、レクリエー

ションなど）の重要性を十分に認識し、社会

全体でこれを適切に発揮できる持続的な仕組

づくりに取り組むことが大きな課題です。 

 また、北部の森林においては、森林の有す

る多面的機能の適正な発揮、その中でも地球

温暖化対策としての二酸化炭素の吸収源とし

ての機能発揮が重要であることも念頭におき

ながら、今日的な情勢を踏まえた台風被害か

らの森林の再生が大きな課題です。 
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(3) 農地の保全 

 現状  

 市域の農地は、比較的面積の広い農地が北

部の山間部や南部の平野に広がり、市街地に

は生産緑地を中心に小規模な農地が位置して

います。これらの農地は、生きていくうえで

欠かせない米や野菜の生産の場としての役割

だけでなく、洪水防止機能や水源涵養機能、

生物多様性保全機能や土壌の流出防止機能、

憩いとやすらぎの空間機能など多面的な機能

を有しており、環境面からも大きな役割を担

っています。 

 市域の農地面積は約 600ha で、その約 95%

が田となっており、水稲中心の農業が形成さ

れています。また、比較的規模の小さい農家

が多いこと、またその担い手としては高齢者

が多くなっていることが特徴です。 

 このような中、市域では大阪エコ農産物の

認証を受けた農産物の生産、市内産の米や野

菜の学校給食への利用、各地での朝市の開催

など地産地消の取組が進んでいます。さらに、

農業体験イベントや貸農園など、市民が農業

を体感し、理解を深める機会が設けられてい

ます。 

 

 今後の課題  

 都市部に位置する市の農業の特徴を踏まえ

つつ、市民が農業の果たしている多様な機能

について十分に理解し協力するとともに、農

業従事者が市域において持続可能な農業を確

立し、もって農地に係る自然環境を良好に保

つことが課題です。 

 

 

(4)自然環境とのふれあい 

 現状  

 本市には北摂連山や芥川など、様々な自然

が身近に感じられます。特に市域の中央を流

れる芥川は、都市のシンボル軸であり、自然

環境を代表する重要な存在です。また、「芥川

創生基本構想」に基づいて遊歩道の整備や魚

みちづくりが進められているほか、NPO 団体

などが中心となり河川の保全活動や研究活動

に取り組んでいます。さらに、都心部の憩い・

潤いの空間として、多くの市民が散歩や運動

する様子がみられます。 

 このような様々な市域の自然やこれに係る

取り組みなどにより、身近な自然環境とのふ

れあいを実感している市民の割合は 70%以上

となっており、多くが高槻の豊富な自然環境

を前向きにとらえていることが分かります。 

 

（出典：高槻市市民意識調査（各年度版）） 

図 身近な自然環境とのふれあいを実感している 

市民の割合の推移 

 

 今後の課題  

 現代社会においては身近な自然との触れ合

いへのニーズが高まることが想定されます。

そのため、引き続き市域の自然が保全・創出

されるとともに、これに親しむソフト・ハー

ドのきっかけづくりを通じて、市民は自然保

護について意識を高めながらも適切にふれあ

える状況を持続していくことが重要です。 
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2.5 都市環境の現状と課題 

(1) 都市構造 

 現状  

 市域ではこれまでの都市化の過程において、

都市計画に基づく土地利用の誘導を図ったこ

とで、鉄道駅周辺に商業や業務系の土地利用

が進み、その周辺に住宅街が形成されてきま

した。さらに、鉄道駅を拠点として市営バス

による公共交通ネットワークを形成するとと

もに、環状・放射方向の道路ネットワークを

整備してきました。また、近年では JR 高槻駅

北東地区都市開発事業（2016 年 11 月竣工）、

JR高槻駅の新ホームの供用開始（2016年3月）

や駅前広場の再整備など、中心市街地の魅力

向上、公共交通の機能向上を図っています。 

 国勢調査によれば、人口集中地区（DID）は

市街化区域と概ね一致するとともに、約

10,000 人/㎢と高い密度を維持しています。

また、市営バスの利用者数も延べ 2,000 万人

/年前後と横ばいを保つことができています。 

 
（出典：国勢調査（総務省）） 

図 人口集中地区（DID）の推移 

 

 このように、市域では鉄道駅を中心とした

コンパクトなまちが形成されており、移動に

伴う環境負荷が相対的に少ない都市構造が形

成されています。 

 

 今後の課題  

 今後は人口減少が進むと想定されるなか、

コンパクトシティ・プラス・ネットワークを

志向したまちづくりにより、人口集中地区を

中心として、賑わいと魅力あふれる中心市街

地と一定の人口密度を有する郊外部を形成し

ていくことが課題です。 

 

 

(2) 公園やみどり 

 現状  

 市では都市部における憩いと潤いの空間の

確保のため、様々な機会をとらえて公園整備

や緑の充実を図っています。 

 このうち公園については、貴重な歴史資産

である安満遺跡を活用した安満遺跡公園（約

22ha）が 2021 年 3月に全面開園し、多くの市

民が中心市街地の緑あふれる広大なオープン

スペースを利用しています。さらに、民間開

発事業に伴う提供公園や民間施設整備に伴う

緑化などを通じて、市街地における公園やみ

どりの充実を図っています。また、自治会な

どの地域コミュニティが中心となって、身近

な公園の維持管理や道路などでの花と緑の創

出と維持管理などが行われています。 

 そのほか市内に残された緑を守るため、市

では社寺林などを樹林保護地区に指定してい

るほか、古木や大木のうち樹容が特に優れて

いる樹木を保護樹木に指定するなど、貴重な

緑地の保全に努めています。 

 

表 保護樹林地区、保護樹木 

樹林保護地区 社寺林など 21地区、 

約 13.8ha 

保護樹木 クスノキなど 29 本 

 

 これらの取組もあり、2020 年時点では市域

には都市公園が 220 か所存在しており、市民

一人当たりの公園面積は 5.91 ㎡と、2013 年
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に比べて 16%増加しました。また、市街地の

中の緑の割合を調査した緑視率（市街地の複

数の定点で、地表 1.5ｍの高さで撮影した写

真の中で緑の占める割合）は実測を開始した

2014 年以降、18%前後を維持しています。 

 
（出典：たかつきの環境（各年度版）） 

図 緑視率の推移 

 

 今後の課題  

 公園・緑の維持管理は、高齢化や行動様式

の多様化により、地元が主体となった維持管

理は厳しさを増す可能性があることやニーズ

の多様化が想定されることから、この対応が

課題となります。 

 

 

(3) 景観 

 現状  

 市域には、北摂連山、淀川や芥川などの自

然的景観、安満遺跡や今城塚、富田地区や西

国街道といった歴史的景観、JR高槻駅周辺や

北部・南部の住宅街などの市街地の景観など、

特徴的な景観があります。これらの景観は、

いずれも高槻らしさの象徴の一つであり、こ

れを守り育てることは、良好な生活環境の創

出のみならず、地域の魅力づくりやまちに対

する愛着や誇りの醸成にもつながります。 

 このようなことから、市では 2008 年 3 月

に「高槻市景観基本計画」を策定し、景観行

政団体として良好な景観の保全と創出に向け

て取り組んでいます。近年では、大規模建築

に際して事業者が景観に配慮した色彩を採用

したり、屋外広告物の設置に際して周辺環境

に配慮した大きさやデザインとする意識が芽

生えています。また、富田地区は歴史的な街

並みが特徴的ですが、地元では建物整備に際

して配慮しており、市では「まちなみ環境整

備事業」として支援しています。また、都市

計画道路富田芝生線の整備では、休息施設等

を石材調に統一するなど、歴史的な街並みに

配慮しました。 

 さらに、市域の優れた景観を PRするため、

「高槻ええとこクイズラリー」として 8回に

わたり、各地を楽しく周遊するイベントを開

催したほか、2019 年度には高槻市景観賞とし

て、良好な建築物や景観まちづくりを表彰し

ました。 

 

写真 高槻市景観賞受賞作品（横山家住宅） 

 

 今後の課題  

 それぞれの市民・事業者が、景観の有する

社会的役割を十分に認識し、良好な景観を享

受することの価値や維持管理の労力を理解す

ることが必要です。また、この所有者等にお

いては、多くの市民・事業者の良好な景観に

対する想いを踏まえ、自然的景観・歴史的景

観・市街地の景観を引き続き良好に保全し、

適時創出するという意識の醸成が重要です。 
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2.6 循環型社会の現状と課題 

(1) ごみ処理状況 

 現状  

 市では家庭系ごみを、可燃ごみ、不燃ごみ、

大型可燃ごみ、リサイクルごみの 4つに分別

して収集し、事業系ごみ（産業廃棄物を除く）

とともに高槻エネルギーセンターに集められ

ます。この搬入ごみ量は 2002 年まで増加して

いましたが、2008 年の事業系ごみの搬入規制

の強化により大きく減少したのち、微減傾向

となっています。 

 
（出典：たかつきの環境（各年度版）） 

図 エネルギーセンターに搬入されるごみ量の推移 

 

 市では搬入されたごみを分別し、再資源化

を図り、困難なものは焼却・埋め立て処理し

ています。 

 また、エネルギーセンターではごみの燃焼

時に生じる熱を利用して電気や温水を生み出

し、施設内外で有効利用するとともに、電力

の一部は環境にやさしいエネルギーとして売

電しています。なお、2019 年度からは第 3 工

場を新たに運用し、高効率な発電と大気環境

の負荷軽減を図っています。 

 

 今後の課題  

 ごみ排出量は人口や事業所数に比して増減

するほか、ライフスタイルの変化の影響を受

けます。そのため、市民・事業者が後述の 3R

の推進に積極的に取り組み、ごみの排出を減

らす意識の醸成が課題です。また、ごみ処理

においても、分別・再資源化により焼却や埋

め立て処分量の低減を図ることが必要です。 

 

写真 エネルギーセンター第 3 工場 

 

(2) 3R の推進 

 現状  

 循環型社会、すなわち化石燃料等の消費を

抑制し、環境への負荷ができるだけ低減され

た社会の形成のためには、リデュース（Reduce、

ごみ発生の抑制）とリユース（Reuse、再利用）

を中心とし、これにリサイクル（Recycle）を

加えた 3Rの確立が必須となっています。 

 このうち、リデュースについては、2020 年

7 月からのいわゆる容器包装リサイクル法に

基づくレジ袋の有料化に先立ち、北摂 10市町

とスーパー各社が協定を締結し取組を進めて

きました。また、市のエコショップ認定を得

た飲食店等で小盛りやハーフサイズのメニュ

ーを導入するなど、各所で食品ロスの削減と

いった取組が行われています。 

 リサイクルについては、市による資源ごみ

の収集のほか、地域の自治会等での古紙やア

ルミ缶などの集団回収、スーパーなどでの資

源ごみの回収が行われています。なお、リサ

イクルごみの持ち去りに対しては、「廃棄物の

減量及び適正処理等の推進に関する条例」を

2018 年度に改正し、これを禁じ罰則規定を設
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けるとともに、パトロール等の強化を行い、

その未然防止に努めています。また、公共工

事の建設副産物については、法令の定めもあ

り概ね全量がリサイクルされています。 

 

循環型社会形成に向けた市の取組経緯 

年 主なできごと 

2014 ごみアプリの提供開始 

2016 リサイクルごみにペットボトルを追加 

2017 エコショップ認定制度開始 

2018 北摂 10 市町でレジ袋削減に向けた協定 

資源ごみ持ち去りに対応した条例改正 

2021 小型家電リサイクル業者との連携協定 

 

 一方、国では、2021 年 6 月に「プラスチッ

ク資源循環促進法」が成立し、設計・製造者

には環境に配慮したプラスチック製品の製造

を、小売店には使い捨てプラスチックの無料

配布の禁止やごみ削減の努力を、行政には資

源ごみとしての回収が、今後は求められるこ

ととなりました。 

 

 今後の課題  

 リデュース・リユースを中心とし、これに

リサイクルを加えた 3Rの推進に際しては、市

民・事業者のライフスタイルや事業形態がこ

れに適したものとなるよう、意識の醸成や仕

組みの形成が大きな課題です。 

 また、プラスチック資源に関しては、今後、

国の法に基づく具体的な施策展開を踏まえ、

市民・事業者・行政に期待される役割を果た

し、さらなるリデュース・リユースおよびリ

サイクルに努めることが必要です。 

 

(3) 不法投棄対策・環境美化の状況 

 現状  

 市では、「高槻市まちの美化を推進する条例」

（2006 年 3 月）を制定し、不法投棄や吸い殻

等のポイ捨て防止、清掃活動に取り組み、ま

ちの美化を推進しています。 

 この一環として、2001 年度より環境美化推

進デーを設定し、市民・事業者・各団体・行

政等による市内の一斉清掃を実施しています。 

 不法投棄に対しては、市では多発地点の定

期パトロールを実施するほか、幹線道路等の

散乱ごみを回収することで誘発防止に取り組

んでいます。不法投棄の回収量は、家電リサ

イクル法等により適正廃棄が義務付けられた

こともあり、ピークに比べて近年は低位で推

移しています。 

 なお、これら一連の取組は、今日的な問題

である海洋プラスチック問題への対応にも寄

与します。 

 
（出典：たかつきの環境（各年度版）） 

図 不法投棄回収量の推移 

 

 今後の課題  

 環境美化については、自らが居住したり働

く地域や愛着のある地域において、環境美化

意識の醸成、その実践と支援が課題となりま

す。 

 不法投棄については、市民・事業者がリサ

イクルしやすい仕組みとその意識の醸成が課

題となります。 
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2.7 地球環境の現状と課題 

(1)温室効果ガス排出削減に向けた取組 

 現状  

 2021 年の気候変動に関する政府間パネル

（IPCC）第 6 次報告書では、これまで可能性

として語られてきた「人為的な温暖化」が、

もはや紛れもない事実であることが断言され、

人間が温暖化を引き起こしたことは「疑う余

地がない」と断定するに至りました。 

このような気候変動に対する世界的な危機

意識の高まりのなか、我が国では 2020 年 11

月に、首相が国際社会に対して、温室効果ガ

スの排出量を 2050 年までに実質ゼロとする

目標を表明しました。また、2021 年 5月には

「地球温暖化対策推進法」が改正され、基本

理念にカーボンニュートラルが位置づけされ

ました。 

 このような中、市では地球温暖化に着実に

対応するため、「第２期たかつき地球温暖化対

策アクションプラン」を 2021 年 3 月に策定

し、「2030 年度までに、2013 年度比で温室効

果ガスを 30％削減すること」を目標に定めて

います。また、取組としては、省 CO2となる選

択や、温室効果ガス排出量の少ない機器の導

入や建物・自動車への転換、再生可能エネル

ギーの導入や温室効果ガスの吸収源ともなる

緑の充実を位置付けています。 

 さらに、市としては、「エコハウス補助金」

などを通じて市民・事業者が再生可能エネル

ギー等を導入する際に補助するほか、広報誌

や「エコ＆クリーンフェスタ」等のイベント

を活用した啓発などに取り組んでいます。 

このような取組や排出係数（電気 1kWh を得

るために排出される温室効果ガスの量）の低

下と相まって、2018 年（暫定値）の市域の温

室効果ガス排出量は 124.6 万 t-CO2と、2013

年度比で約 22％削減となっています。 

 
（出典：たかつきの環境（令和 3年度版）） 

図 市域の温室効果ガス排出量の推移 

 

表 電力の排出係数※の推移 

単位：kg-CO2/kWh 

※関西電力株式会社の基礎排出係数 

 

 また、市は一事業者として温室効果ガスの

削減を図るため、「たかつきエコオフィスプラ

ン」（2021 年改訂）を定め、各職員によるこま

めな節電に努めているほか、省エネルギーに

資する庁舎等の運用や改修、エコカーや太陽

光発電設備の導入などを進めています。 

 

 今後の課題  

 省 CO2 に資する技術革新や製品開発、これ

を促す法令等による取組に加えて、市民・事

業者・行政が日常的な活動や様々な契機にお

いて温室効果ガス排出量を減らす選択を行っ

ていくこと、さらにはそのための意識の醸成

が重要となります。 

 また、今後は改正された地球温暖化対策推

進法を踏まえ、国による各種の施策の具体化

が見込まれることから、これに対応して施策

の充実を図っていくことが必要です。 

2013 2014 2015 2016 2017 2018 

0.522 0.531 0.509 0.509 0.435 0.352 
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第 3 章 計画の目標 

3.1 計画の体系 

 6 つの環境分野ごとに、望ましい環境像を定めるとともに、これらの望ましい環境像を実現す

るための環境目標を設定します。また、環境目標に応じて、目標達成ための基本方針を以下の通

り定めます。 

 なお、本計画は時点修正としていることから、望ましい環境像と環境目標は前計画と同じとし

ています。 
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第 4 章 目標達成のための基本方針 

4.1 環境行動 

望ましい環境像 市民一人ひとりの心と行動が将来へ良好な環境を引き継ぐまち 

環境目標 市民一人ひとりがエコスタッフ 

ＳＤＧｓへの貢献 
 
 
 
 
 
 
 

    

 

基本方針 

環境情報の共有  環境の現状について正しく理解したうえで行動するため、市民・事業者・

行政がそれぞれ正確な情報発信に取り組むとともに、環境情報に対する感

度を高め積極的な情報の収集と理解に努めている状況を目指します。 

環境学習と 

人材育成 

 環境活動に取り組む人材や自然をはじめとする地域資源を活用しなが

ら、子どもから大人まであらゆる世代が環境について考え・学び続ける

様々な機会を設けるとともに、具体的な環境行動を自ら考え実践できる人

材として皆が育ち・育てることを目指します。 

環境に配慮した 

行動の実践 

 それぞれの生活スタイル・事業活動が、自らが住まい・働く地域だけで

はなく、日本全体、世界各地、地球規模での環境に影響を及ぼしているこ

とを認識し、環境負荷の低減や高質な環境の創造の実現に向けて、それぞ

れの役割に応じて環境に配慮した行動に取り組むことを目指します。 

連携・協働による 

環境活動の深化 

 市民・事業者・行政が取り組んでいる各種の活動等について、様々な場

面をきっかけとして相互に連携・協働が進み、相乗的な効果が発揮され、

いっそう環境活動が市域全体に普及・定着することを目指します。 

  

「エシカル消費」って？ 

エシカル消費とは、環境・地域・人・社会に対して十分に配慮

された商品やサービスを選択・購入する消費行動のことで、世界

レベルでの社会問題の解決への貢献にも繋がります。 

例えば、毎日飲んでいるコーヒーの豆がどのように生産されて

いるのか、購入したばかり服の原材料の綿がどのような環境で作

られているか、まずは調べてみませんか？ 
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4.2 生活環境 

望ましい環境像 誰もが心地よく、憩いとやすらぎのある生活を営めるまち 

環境目標 健やかに暮らせる良好な生活環境の保全 

ＳＤＧｓへの貢献 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

基本方針 

良好な大気・水・ 

土壌環境の確保 

 事業者の環境保全意識と行政による定期的な立入検査により、事業に伴

う排水・排気等は排出基準を満たした上でさらに低い水準に維持されてい

る状況、また事業活動に伴う新たな土壌汚染が生じていない状況を目指し

ます。さらに、環境モニタリングとして定期的に大気・公共用水域・地下

水等の環境実態が把握・公表され、環境基準を十分に満たし、良好な水準

であることが幅広く知られている状況を目指します。 

事業活動と快適な 

生活環境の両立 

 事業活動に伴う騒音・振動・臭気等は、事業者の高い環境保全意識と周

辺居住者への配慮により、良好な水準に維持されている状況を目指しま

す。また、市民は周辺住民の生活環境にも配慮したライフスタイルの確立

に努めている状況を目指します。 

 さらに、目指すべき姿にふさわしい住商工としての土地利用とその誘導

や、周辺居住者の事業活動に係る理解が得られている状況を目指します。 

 

 

 

芥川は大阪ナンバーワンの水質です！ 

 環境基本法では、河川を利用目的に応じて AAから E ま

での 6段階（類型）に分類しており、AA は最も良好な水

質の河川に適用されます。 

 本市の中央を流れ、市民の憩いの場として親しまれて

いる芥川は、2017 年大阪府下ではじめて、上流部分（塚

脇橋以北）が、最上位の AA 類型に指定されました。自然

豊かな芥川には、多くの魚、鳥、昆虫、植物が生息して

います。これからも、このきれいな芥川を大切にしたい

ですね。 写真 摂津峡 
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4.3 自然環境 

望ましい環境像 河川を軸に人と自然をつなぐみどり豊かなまち 

環境目標 人と自然の共生 

ＳＤＧｓへの貢献 
 
 
 
 
 
 
 

      

 

基本方針 

良好に営まれて 

いる森林・農地の 

保全と創出 

 北部森林の台風被害からの再生、既存の森林や農地の適正な維持管理と

利活用、市内産の農作物・林産品の積極的な消費に、農林業従事者・市民・

事業者をはじめとする関係者が取り組み、森林や農地の有する多面的な機

能が十分に発揮されている状況を目指します。 

市民生活を豊かに 

する水辺環境の 

充実 

 芥川や淀川を中心に、豊かな生態系の確立、水辺や生き物との触れ合い

の場、憩いと潤いの空間の形成、各種関係団体の活動と連携により、日常

生活や様々なイベントで市民が水辺に親しんでいる状況を目指します。 

生物多様性の保全  貴重な野生動植物の保護や特定外来生物の防除をはじめ、緑と水のネッ

トワークづくりや様々な生物が生息できる空間・拠点の保全と創出などを

通じて、生態系から得られる様々な恵みを支える多様な生物が地域に生息

している状況を目指します。 

自然とふれあう 

機会の充実 

 市民が森林・農地や水辺空間・多様な生態系の重要性を理解し、各種の

機会に体感するとともに日常的には保全に向けた取り組みや配慮に努め

ている状態を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然環境等を守る担い手として活躍しませんか 

高槻の良好な自然環境を守り・育て・将来に引き継いで

いくため、市ではこれらの担い手を育成する「たかつき市

民環境大学」と「市民林業士養成講座」を開催しています。

令和２年度までに合計 506 名が卒業し、北部森林や芥川

などで環境活動に取り組んでいます。両講座とも見て、聞

いて、触って、楽しみながら学べます。ぜひ受講してみく

ださい。 
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4.4 都市環境 

望ましい環境像 ゆったりとした時間が流れるおだやかで風格のあるまち 

環境目標 ゆとりある都市環境の創造 

ＳＤＧｓへの貢献 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

基本方針 

持続可能な 

都市構造に向けた 

まちづくり 

 都市の拠点とその周辺においては、地域特性に応じた都市機能の集積・

高度化や一定の密度を維持した居住空間を志向するとともに、これらを連

携する市営バスを中心とした円滑・快適に利用できる交通ネットワークを

活用した、コンパクトシティ・プラス・ネットワークを念頭に、長期的な

人口減少社会においても環境負荷の少ない都市構造を目指します。 

みどりと憩いの 

空間の充実 

 市街地における貴重なオープンスペースである公園や、様々な主体によ

る街なかの緑の保全と創出を通じて、みどりが有する多様な機能を活かし

た暮らしに憩いと潤いを与える空間を形成します。 

 

地域特性を 

活かしたまちなみ 

の保全と創出 

 長い歴史と風土の中で育くまれてきた歴史資産や伝統的なまちなみ、自

然と調和した風景等を継承するとともに、これらの地域特性を活かした新

たなまちなみと魅力が形成された都市環境を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高槻城公園をみどり・歴史・文化でつながる憩いとにぎわいの空間に 

 北摂唯一の近世城郭として重要な役割を果

たした高槻城。かつて二の丸のあった敷地は

歴史資産を活用した公園として市民に親しま

れています。 

 また、高槻城公園と芸術文化劇場の一体的

な再整備を進めており、歴史資源を活かしな

がらみどりによる憩いと潤いを与える空間の

充実が待たれます。 
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4.5 循環型社会 

望ましい環境像 限りある資源を活かして、ごみゼロをめざすまち 

環境目標 持続可能な循環型社会の形成 

ＳＤＧｓへの貢献 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

基本方針 

３Ｒを実践する 

生活スタイル 

・事業活動 

 ごみの減量（リデュース）、再利用（リユース）を中心とし、これにリサ

イクルを加えた 3R に、市民・事業者が日々の生活や事業活動の中で様々

な内容・方法により取り組むことで、廃棄物の処分による環境負荷の軽減

を目指します。 

資源循環と 

廃棄物の適正処理 

 限りある資源に係る循環の輪を形成していくため、市民・事業者と回収・

再生事業者との相互理解や連携強化、再利用品・リサイクル品の積極的利

用を目指します。また、民間の廃棄物処理施設や市の一般廃棄物処理施設

においては、法令を遵守したうえで安定的でより環境負荷の低い廃棄物処

理と、エネルギーとしての回収を含めた資源の循環にいっそう取り組むこ

とを目指します。 

まちの美化 

に向けた協働 

 市民・事業者の高いまちの美化意識により、不法投棄や吸い殻等のポイ

捨て等が未然防止されているとともに、日常的な公共空間・公益的空間に

おける美化活動が行われていることにより、清潔で快適に暮らせるまちの

実現をめざします。 

 

 

  

フードロスって？ 

 「フードロス」「食品ロス」は、食べるために用意された食品を捨ててしまうことを指し

ます。単に食べ物がもったいないだけでは 

なく、生産・輸入・流通・廃棄するのに必 

要な資源の無駄遣い、さらには焼却処分に 

伴い発生する CO2など、環境面からも大き 

な問題があります。 

 あなたも、さっそく食べ物を買いすぎな 

い、作りすぎない、賞味期限を意識して使 

うことにチャレンジしてみませんか。 
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4.6 地球環境 

望ましい環境像 地球規模で考え、身近なことから行動するまち 

環境目標 地域からの環境負荷低減の取組 

ＳＤＧｓへの貢献 
 
 
 
 
 

       

   

基本方針 

温室効果ガス 

排出量の少ない 

建物・自動車等 

への転換 

 建物や設備・機器を省エネルギー性能の高いものへと転換していくこと

や、再生可能エネルギーの活用、次世代自動車の普及を図ることで、温室

効果ガス排出量が少ない快適な住環境及び事業環境の実現を目指します。 

 

二酸化炭素の 

少ない選択の 

習慣づけ 

 市民・事業者が地球温暖化に係る情報収集や学習を通して、行動に際し

てより省エネ・温室効果ガス排出量の少ないものを選ぶなど「賢い選択」

に取り組むほか、これらを支援する仕組みを日常に組み込み、さらには、

こうした取組が普及・定着し、環境に配慮した選択が社会の価値観として

共有される社会を目指します。 

気候変動への 

備えの充実 

 気象災害や健康影響など温暖化に伴うリスクについて正確な情報や危

機感を共有し、甚大な自然災害の経験を教訓に、一人ひとりが気候変動の

影響から暮らしや事業活動を守ることができるまちを目指します。 

 

※本項の基本方針は、「第２期たかつき地球温暖化対策アクションプラン」に基づく 

 

 

 

 

「温暖化対策」って、わたしも関係あるの？ 

 「地球温暖化対策」は、個人レベルで取り組んでも意味がない？ 

 そんなことはありません。一人ひとりの取組は地球温暖化対策に欠

かせない重要な要素です。地球温暖化は二酸化炭素などが大気中に増

加することが原因とされています。そのため、二酸化炭素の排出が伴

うエネルギー（電気・ガスなど）の消費量を個人でも抑制することが

効果的です。 

 市のホームページでは個人で実践できる取組を紹介していますの

で、ぜひご覧ください。 
 

 高槻市 地球温暖化対策  検索 
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第 5 章 計画の推進に向けて 

5.1 推進体制 

 本計画の推進に際しては、市民・事業者・行政がそれぞれの立場で、基本方針に基づいた実効

性のある具体的な環境行動に取り組むとともに協働することとします。 

 また、環境行動に取り組む、市民団体や事業者が連携・調整する場として「たかつき環境行動

ネットワーク」を組織し、市は事務局として団体間または本市との情報共有や意見交換などの連

携を円滑に実施できるよう支援します。 

 

日常生活において、環境負荷の低減への取組を積極的に行ない、市等が実施する取

組に参加・協力します。 

 

自らの事業活動や関連事業者において環境負荷の低減を積極的に行ない、市等が実

施する取組に参加・協力します。 

 

率先して行動するともに、関係機関等と連携を図りながら市民・事業者の意識向上

を促します。 

 

 

5.2 進行管理 

 本計画に基づく取組を着実に実行していくため、PDCA サイクルによる進行管理を行います。そ

のため、本計画に基づいて定める「たかつき環境行動計画」に示す個別の取組状況や定量的な現

状把握に用いる指標を用いて、市域の環境の現況把握を行います。さらに、この内容について、

毎年作成する環境報告書「たかつきの環境」を活用して公表するとともに、市民意見や有識者・

関係者から構成される審議会等での議論を通じて、次年度以降の計画や施策にいただいた意見を

反映します。 

 

図 PDCA サイクルのイメージ図  

Ｐ Ｄ 

Ｃ Ａ 

P Plan 計画 

計画を立てる 

Do 実行 

計画に基づき取り組む 

Check 点検・評価 

実績や成果を把握し 

評価分析を行う 

Action 見直し・改善

課題への改善策を検討し

Plan に反映させる

 

 

市民 
市民団体 

 

事業者 

行政 
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表 定量的な現状把握に用いる指標 

 
指標 

現状値

（2020） 
方向性※ 

環 境 行 動 

【市民意識調査】 

良好な環境を目指した活動が豊富と感じる 

市民の割合 

57.4% 
 

【市民意識調査】 

環境に関する情報が十分にあると感じる 

市民の割合 

43.8% 
 

生 活 環 境 
【総合計画指標】 

河川水質（BOD）の環境基準達成状況 

100% 

[3/3 地点]  

自 然 環 境 

【市民意識調査】 

身近な自然環境とのふれあいを実感している 

市民の割合 

87.3% 
 

都 市 環 境 

【みどりの基本計画指標】 

市街地における緑視率 
17.1% 

 

【総合計画指標】 

景観重点地区の面積 
9.3ha 

 

【総合計画指標】 

市民１人当たりの都市公園面積 
5.91 ㎡ 

 

循環型社会 

【総合計画指標】 

市民１人１日当たりの家庭系ごみ排出量 
624g 

 

【総合計画指標】 

市民１人１日当たりの事業系ごみ排出量 
256g 

 

【総合計画指標】 

リサイクル率 

（2019） 

19%  

【市民意識調査】 

不法投棄やポイ捨ての少ない美しいまちと感じる 

市民の割合 

59.6% 
 

地 球 環 境 
【地球温暖化対策アクションプラン指標】 

市域の温室効果ガス排出量削減率（2013 年度比） 

（2018） 

21.7%  

※矢印の向きは望ましい方向性を示します。 


